
ことしの干支は寅、元日に勇壮な虎舞を山田八幡宮へ奉納（山田境田虎舞）
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船越湾を照らす日の船越湾を照らす日の出出

１２１２　月月
定例定例会会 母子家庭等児童生徒入学激励金

父子家庭・父母がない児童生徒を養育している家庭まで拡大雌 ３P

議長の年頭あいさつ雌 ２P

町の考えを聞く 雌 ５P 先進地視察でまちづくり学ぶ 雌１２P
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ごあいさつ

山田町議会議長　昆　　　暉　雄

　明けましておめでとうございます。

　希望に満ちた輝かしい平成２２年の新春を、ご家族おそろ

いで健やかにお迎えのことと、心からお喜び申し上げます。

　町民の皆さまには、日ごろから議会に対する温かいご理

解とご協力に対し、厚くお礼を申し上げます。　

　さて、昨年末の日銀短観の経済動向によると「円高などの

不安要素を抱えながらも企業の景況感は改善に向かってい

ますが、デフレ傾向が強まり内需型産業が厳しい価格競争

にさらされている」と発表されております。

　一方、岩手県内の経済動向を見ると４カ月連続で「一部に

持ち直しの動きが見られるものの、厳しい状況が続いてい

る」と判断されました。

　このような経済状況の中で、本町の第８次総合発展計画

は、前期５カ年の最終年度を迎えます。計画どおり事業が

執行されるよう望むものでありますが、昨年夏の衆議院議

員総選挙で政権が交代したことにより、予定されている補

助金･交付金が、事業仕分けでどのような影響を受けるかが

懸念材料であります。

　また、昨年１０月には町内４漁協の合併が実現し「三陸や

まだ漁業協同組合」が誕生しました。この経営基盤が１日

も早く確立され、漁業者の所得向上につながることを期待

するものであります。

　新年を迎え、私ども議会といたしましても、町執行部の

皆さまと知恵を出し合い、町民のご理解とご協力をいただ

きながら町民福祉の向上を図るべく、その使命を果たして

まいる所存であります。

　本年もなお一層のご支援・ご協力を賜りますようお願い

申し上げ、町民の皆さま方のご多幸と山田町のますますの

発展を祈念いたしまして、新年のごあいさつといたします。

　
　
月
定
例
会
は
、　

月
9
日
か
ら
　
日
ま
で
3
日

12

12

11

間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
一
般
質
問
（
5
㌻
～

　
㌻
に
掲
載
）
に
は
7
人
が
登
壇
し
、
国
の
事
業
仕

10分
け
問
題
や
教
育
行
政
な
ど
幅
広
く
町
政
に
つ
い
て

質
問
。
町
か
ら
は
、
山
田
町
使
用
料
の
徴
収
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
や
山
田
町
社
会
福

祉
憲
章
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
宮
古
市
と

川
井
村
の
編
入
合
併
に
か
か
わ
る
議
案
、
補
正
予
算

な
ど
議
案
　
件
が
提
案
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
す
べ

20

て
原
案
ど
お
り
可
決
し
会
期
を
閉
じ
ま
し
た
。

使
用
料
の
徴
収
に
関
す
る
条
例
を
改
正

　「
山
田
町
使
用
料
の
徴
収
に

関
す
る
条
例
」
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
が
提
案
さ
れ
、
審
議

の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
改
正
は
、
町
民
総
合

運
動
公
園
野
球
場
に
ス
コ
ア

ボ
ー
ド
を
設
置
し
た
こ
と
や
海

洋
セ
ン
タ
ー
艇
庫
に
シ
ー
カ

ヤ
ッ
ク
を
配
備
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
、
改
正
し
た
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
野
球
場
（
放
送
設
備
・
ス
コ

ア
ボ
ー
ド
）
使
用
料
1
試
合
に

つ
き
そ
れ
ぞ
れ
4
8
0
円

◆
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
使
用
料
（
1

艇
1
時
間
）
小
中
学
生
1
0
０

円
、
高
校
生
一
般
2
0
0
円

（２）

まで拡大までまで拡大父子家
父母がない児童生徒を養育している家庭
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一
般
会
計
に
8
3
8
7
万
円
を
追
加

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
を
整
備

　
一
般
会
計
に
8
3
8
7
万
円

を
追
加
す
る
な
ど
　
年
度
の
補

21

正
予
算
5
件
が
提
案
さ
れ
、
審

議
の
結
果
、
す
べ
て
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
一
般
会
計
の
補
正
は
、

町
債
や
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

減
額
な
ど
の
歳
入
財
源
の
調
整
、

歳
出
で
は
、
緊
急
雇
用
対
策
事

業
の
追
加
や
岩
手
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
負
担
金
の
増

な
ど
が
骨
子
で
、
主
な
も
の
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▽
地
方
交
付
税（
普
通
交
付
税
）

　
　
　
　
　
　
6
2
3
2
万
円

▽
防
災
費
（
全
国
瞬
時
警
報
シ

　
ス
テ
ム
整
備
工
事
費
な
ど
）

　
　
　
　
　
　
1
0
5
4
万
円

▽
情
報
化
推
進
費
（
地
上
デ
ジ

　
タ
ル
放
送
共
聴
施
設
改
修
費

　
補
助
金
な
ど
）
 
 

　
　
　
　
4
1
0
0
万
円
の
減

▽
障
害
者
福
祉
費
（
障
害
者
自

　
立
支
援
給
付
費
な
ど
）

　
　
　
　
　
　
2
6
2
3
万
円

▽
老
人
福
祉
費
（
岩
手
県
後
期

　
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
負
担

　
金
な
ど
）

　
　
　
　
　
　
5
8
2
9
万
円

▽
子
育
て
応
援
特
別
手
当
支
給

　
事
業
（
国
の
事
業
廃
止
）

　
　
　
　
1
6
5
1
万
円
の
減

あ
っ
て
、
現
に
婚
姻
を
し
て

い
な
い
も
の
及
び
こ
れ
に
準

ず
る
男
子

①
離
婚
し
た
男
子
で
あ
っ
て
現

に
婚
姻
を
し
て
い
な
い
も
の

②
配
偶
者
の
生
死
が
明
ら
か
で

な
い
男
子

③
配
偶
者
か
ら
遺
棄
さ
れ
て
い

る
男
子

④
配
偶
者
が
海
外
に
あ
る
た
め

そ
の
扶
養
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
男
子

⑤
配
偶
者
が
精
神
又
は
身
体
の

障
害
に
よ
り
長
期
に
わ
た
っ

て
労
働
能
力
を
失
っ
て
い
る

男
子

⑥
そ
の
他
①
か
ら
⑤
ま
で
に
類

す
る
男
子
で
町
長
が
認
め
る

も
の

桓
父
母
が
な
い
又
は
父
母
が
監

護
し
な
い
児
童
生
徒
を
養
育

し
て
い
る
者

※
母
子
家
庭
等
入
学
激
励
金
に

か
か
わ
る
お
問
い
合
わ
せ
は

保
健
福
祉
課
福
祉
チ
ー
ム

（
内
線
1
3
3
）
ま
で
ど
う
ぞ
。

　「
山
田
町
社
会
福
祉
憲
章
条

例
」
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

が
提
案
さ
れ
、審
議
の
結
果
、原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
母
子

家
庭
児
童
生
徒
入
学
激
励
金
の

贈
与
対
象
が
「
父
子
家
庭
お
よ

び
父
母
が
な
い
児
童
生
徒
を
養

育
し
て
い
る
家
庭
」
ま
で
拡
大

さ
れ
、
本
町
の
福
祉
の
増
進
が

図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
激
励
金
の
額
は
、
児
童
生
徒

1
人
当
た
り
、
小
学
校
・
中
学

校
入
学
で
1
万
円
、
高
等
学
校

入
学
は
1
万
5
千
円
で
、
贈
与

の
対
象
と
な
る
の
は
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
と
な
り

ま
す
。

敢
配
偶
者
の
な
い
女
子

柑
配
偶
者
と
死
別
し
た
男
子
で

第４回定例会の様子

社
会
福
祉
憲
章
条
例
を
改
正

１２月定例会のあらまし

まで

父子家庭父子家父子家庭
父母がない児童生徒を養育している家庭父母がない児童生徒を養育している家庭父母がない児童生徒を養育している家庭
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一　般　議　案

■ＥＰＡ・ＦＴＡ推進路線の見直しを求め日米ＦＴＡの

推進に反対する請願

　請　願　者　農民運動岩手県連合会

　　　　　　　　会　長　久保田　彰　孝

　審議の結果　継続審査と決定

■一般会計補正予算（第５号）

　　8,387万円を増額。総額71億2,613万円。

■介護保険特別会計（事業勘定）補正予算（第２号）

　267万円を増額。総額14億8,144万円。　

■漁業集落排水処理事業特別会計補正予算（第２号）

　　221万円を増額。総額１億9,503万円。

■公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）

　　231万円を増額。総額４億6,495万円。

■水道事業会計補正予算（第１号）

　　14万円を増額。総額２億8,483万円。

　
第
5
回
臨
時
会

が
　
月
　
日
に
開

11

26

か
れ
ま
し
た
。
町

か
ら
は
、
一
般
職

の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る

条
例
や
特
別
職
の

職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条

例
、
一
般
会
計
補

正
予
算
の
専
決
処

分
の
議
案
が
提
出

さ
れ
、
審
議
の
結

果
、
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第５回
臨時会

一般職・特別職の
給与引き下げ

予　算　関　係

請　　　　　願

人　事　案　件
■人権擁護委員候補者の推せんに

関し意見を求めることについて

　平成22年３月31日に任期満

了となる人権擁護委員の佐々木

正弘さん（豊間根・66・再）を

推薦しました。任期は向こう３

年間です。

佐
々
木
 正
  弘
 さ
ん

ま
さ
 ひ
ろ

条　例　関　係
■使用料の徴収に関する条例の一部を改正する条例

　町民総合運動公園野球場の放送設備とスコアボード

改修および海洋センター艇庫にシーカヤックを配備し

たことに伴い、使用料の徴収に関する条例の一部を改

正しました。

■社会福祉憲章条例の一部を改正する条例

　本町の福祉の増進が図られるよう、条例で定める母

子家庭児童生徒入学激励金の贈与対象を父子家庭およ

び父母がない児童生徒を養育している家庭も対象とす

るため、関係条項の整備を行いました。

■町道福士線法面災害防除工事の変更請負契約の締結に

関し議決を求めること

　　563万円を増額。総額5,813万円。

　　21年12月15日までの工期を22年１月20日に変更。

■公共下水道山田管渠（21－１工区）布設工事の変更請

負契約の締結に関し議決を求めること

　1,742万円を増額。総額8,740万円。　

■公共下水道山田管渠（21－２工区）布設工事の変更請

負契約の締結に関し議決を求めること

　　1,030万円を増額。総額7,698万円。

■町道の路線の認定に関し議決を求めること

　農道繋線（繋橋付近）および河川管理用道路（区画

道路２－２号線）を町道として認定しました。

宮古市・川井村の編入合併に伴う議案
　平成22年１月１日をもって宮古市に編入する川井村

が加盟している組合など、８団体の組織から脱退するた

めには関係市町村議会の議決が必要となります。

　このことから、議会でも下記議案を審議し原案のとお

り議決しました。

■岩手県自治会館管理組合を組織する地方公共団体の数

の減少の協議に関し議決を求めること

■岩手県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の

数の減少及び岩手県市町村総合事務組合規約の一部変

更の協議に関し議決を求めること

■岩手県後期高齢者医療広域連合を組織する地方公共団

体の数の減少及び岩手県後期高齢者医療広域連合規約

の一部変更の協議に関し議決を求めること

■岩手県沿岸知的障害児施設組合を組織する地方公共団

体の数の減少及び岩手県沿岸知的障害児施設組合規約

の変更に関し議決を求めること

■宮古地区広域行政組合を組織する地方公共団体の数の

減少及び宮古地区広域行政組合規約の変更に関し議決

を求めること

■宮古地区障害程度区分認定審査会を組織する地方公共

団体の数の減少及び宮古地区障害程度区分認定審査会

共同設置規約の変更に関し議決を求めること

■宮古地区介護認定審査会を組織する地方公共団体の数

の減少及び宮古地区介護認定審査会共同設置規約の変

更に関する協議に関し議決を求めること

■岩手県北第二地域視聴覚教育協議会を組織する地方公

共団体の数の減少及び岩手県北第二地域視聴覚教育協

議会規約の変更に関する協議に関し議決を求めること

（４）

　
今
回
の
給
与
条
例
の
改
正
は
、
人

事
院
勧
告
に
よ
り
国
、
県
が
行
っ
た

例
に
準
じ
て
、
一
般
職
・
特
別
職
の

給
料
月
額
お
よ
び
期
末
・
勤
勉
手
当

の
減
額
改
定
、
自
宅
に
係
る
住
居
手

当
の
廃
止
を
行
う
も
の
で
す
。
町
で

は
、
国
の
基
準
を
上
回
る
給
与
な
ど

の
引
き
下
げ
を
行
っ
た
岩
手
県
の
例

に
準
拠
し
て
改
正
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
般
会
計
補
正
予
算
の
専

決
処
分
は
、
岩
手
県
に
お
い
て
　
月
11

2
日
か
ら
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感

染
予
防
に
効
果
が
期
待
さ
れ
る
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
本
町
に
お
い
て
も
財
政
的

な
実
施
体
制
を
緊
急
に
整
え
る
た
め
、

　
月
　
日
に
専
決
処
分
を
行
っ
た
も

10

30

の
で
す
。
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町の考えを聞町の考えを聞くく
一般
質問

議員７人が一般質問

佐藤忠暉議員

観光振興

具
体
的
提
言
が
あ
れ
ば
検
討
し
た
い

山
田
八
景
と
ア
ー
ト
の
組
み
合
わ
せ
を

議場改修

議
会
側
の
意
向
を
尊
重
し
て
対
応

議
場
内
傍
聴
席
の
改
善
を

質
問
　
山
田
八
景
と
は
、
四
十

八
坂
、
タ
ブ
の
大
島
、
大
釜
崎
、

赤
平
金
剛
、
山
田
湾
、
明
神
崎
、

関
口
不
動
尊
渓
流
、
豊
間
根
川

源
流
を
言
う
が
、
本
年
の
利
活

用
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
近
年

は
山
田
八
景
を
言
え
る
人
も
少

な
く
、
見
に
行
く
人
も
少
な
い

の
で
は
な
い
か
。

　
そ
こ
で
、
山
田
八
景
を
活
用

し
た
対
策
と
し
て
、
ア
ー
ト

質
問
　
本
町
議
会
で
一
般
質
問

を
傍
聴
し
た
町
民
か
ら
、
で
き

る
だ
け
感
想
や
意
見
を
聞
く
よ

う
に
し
て
い
る
。そ
の
中
で
、
多

く
の
人
が
第
一
に
挙
げ
る
の
が
、

傍
聴
席
か
ら
議
員
の
姿
が
見
え

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
あ
る
町
民
は
「
数
カ
所
の
議

会
を
傍
聴
し
た
が
、
傍
聴
席
に

座
っ
て
議
員
の
姿
が
見
え
な
い

の
は
山
田
町
の
議
場
だ
け
だ
。

す
ぐ
姿
が
見
え
る
よ
う
に
改
良

す
べ
き
だ
。
そ
う
す
れ
ば
議
場

に
足
を
運
ぶ
町
民
が
増
え
る
。

ぜ
ひ
、
そ
の
よ
う
に
望
む
」
と

（
芸
術
・
技
術
）
を
考
慮
し
て

「
大
地
の
ア
ー
ト
」を
加
え
て
は

い
か
が
か
と
思
う
が
ど
う
か
。

急
が
ず
、
気
長
に
ア
イ
デ
ア
を

出
し
合
い
、
技
術
者
を
配
置
し

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
指
導
で
き

れ
ば
な
お
良
い
。
も
ち
ろ
ん
金

も
か
か
る
だ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、

地
元
民
が
喜
ぶ
も
の
に
挑
戦
す

る
こ
と
に
な
る
と
思
う
が
、
ど

う
考
え
る
か
。

沼
崎
町
長
　
お
客
さ
ま
の
要
望

に
よ
り
、
数
と
し
て
は
少
な
い

か
も
し
れ
な
い
が
山
田
八
景
の

活
用
は
図
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
山
田
八
景
を
活
用
し

た
対
策
と
し
て
、
ア
ー
ト
を
考

慮
し
た
「
大
地
の
ア
ー
ト
」
を

自
然
景
観
に
加
え
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
そ
の
本
来
の
目
的
と

は
違
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。
自
然
が
創
り
出
し

た
ア
ー
ト
で
あ
る
山
田
八
景
と

「
大
地
の
ア
ー
ト
」を
ど
の
よ
う

に
関
連
付
け
る
の
か
、
具
体
的

提
言
が
あ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

言
い
、
他
の
町
民
か
ら
も
よ
く

聞
く
。
こ
の
こ
と
は
、
以
前
も

取
り
上
げ
た
と
思
う
が
す
ぐ
改

善
し
て
は
ど
う
か
。

沼
崎
町
長
　
傍
聴
席
の
改
善
を

以
前
に
も
一
般
質
問
の
中
で
取

り
上
げ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る

が
、
過
去
の
一
般
質
問
通
告
を

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
取
り
上
げ

ら
れ
た
事
実
は
確
認
で
き
な

か
っ
た
。

　
議
場
内
部
の
改
善
に
つ
い
て

は
、
議
会
側
の
意
向
を
尊
重
し

な
が
ら
対
応
す
べ
き
も
の
と
考

え
て
い
る
。

山田八景の一つ明神崎
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質
問
　
　
年
第
3
回
定
例
会
町

20

長
所
信
表
明
で
「
町
立
図
書
館

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
旧
県
立

山
田
病
院
の
敷
地
・
建
物
を
購

入
す
る
こ
と
を
前
提
に
県
医
療

局
と
の
交
渉
を
進
め
、　

年
度

21

を
目
指
し
て
移
転
整
備
し
て
ま

い
り
ま
す
」
と
述
べ
て
い
た
が
、

現
在
の
図
書
館
は
、
蔵
書
の
す

べ
て
を
配
架
で
き
な
い
こ
と
や

閲
覧
場
所
が
な
い
な
ど
、
町
民

に
不
便
を
か
け
て
お
り
一
日
も

早
い
整
備
を
望
む
が
、
県
医
療

局
と
の
交
渉
状
況
は
。

沼
崎
町
長
　
町
立
図
書
館
に
つ

い
て
は
、
旧
県
立
山
田
病
院
の

敷
地
、
建
物
を
購
入
す
る
こ
と

を
前
提
に
、
県
医
療
局
と
の
交

渉
を
進
め
、
整
備
し
た
い
と
し

て
き
た
。

　
県
医
療
局
で
は
、
本
年
度
中

に
契
約
、
譲
渡
し
た
い
と
し
て
、

附
帯
施
設
や
施
設
内
に
残
さ
れ

た
備
品
等
廃
棄
物
を
調
査
し
、

処
理
費
用
の
積
算
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
さ
ら
に
協
議

を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

　
な
お
、
取
得
後
に
つ
い
て
は
、

旧
山
田
病
院
利
活
用
外
部
検
討

委
員
会
を
立
ち
上
げ
検
討
す
る

予
定
で
あ
る
。

質
問
　
山
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
付
近
の
交
通
渋
滞
緩
和
に
つ

い
て
、　

年
第
4
回
定
例
会
で

19

質
問
し
た
際
、　

年
　
月
　
日

19

10

30

に
県
公
安
委
員
会
へ
要
望
書
を

提
出
し
た
と
の
答
弁
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
当
時
の
見
解
と
現
在

の
取
り
組
み
状
況
は
。

沼
崎
町
長
　
岩
手
県
公
安
委
員

会
と
三
陸
国
道
事
務
所
が
、
交

差
点
の
　
時
間
交
通
量
調
査
の

12

デ
ー
タ
に
基
づ
く
調
査
検
討
や

試
験
的
な
信
号
機
の
調
整
な
ど

を
行
っ
た
結
果
、
渋
滞
で
は
な

い
と
の
見
解
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
現
実
は
「
信
号
待

ち
渋
滞
｣
が
発
生
し
て
お
り
、

そ
の
原
因
は
、
非
常
に
短
い
時

間
帯
に
交
通
量
が
集
中
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。

　
要
望
し
て
い
る
「
左
折
青
矢

印
」
は
▼
信
号
機
の
増
設
に
加

え
、
直
進
車
両
が
滞
留
す
る
こ

と
で
左
折
が
阻
害
さ
れ
る
た
め
、

約
7
㍍
の
左
折
レ
ー
ン
延
長
を

必
要
と
し
、
相
応
の
工
事
費
用

が
必
要
と
な
る
▼
改
良
の
効
果

は
必
要
交
通
量
の
約
3
倍
の
可

能
交
通
量
を
生
み
出
し
、
過
大

す
ぎ
る
事
事
こ
と
な
ど
、
費
用

対
効
果
の
悪
さ
か
ら
実
施
は
困

難
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
現
在
、
既
存
信
号
機
の
時
間

調
整
、
山
田
病
院
側
か
ら
町
内

に
右
折
す
る
車
両
の
滞
留
長
を

長
く
す
る
な
ど
、
交
差
点
全
体

の
流
れ
を
改
善
す
る
対
策
を
施

し
、
落
ち
着
い
た
状
況
で
あ
る
。

道又秀悦議員

道
路
行
政 現在は落ち着いた状況

山田IC付近の交通渋滞緩和

さ
ら
に
協
議
を
進
め
る
予
定

早
期
取
得
し
図
書
館
に

旧山田病院

町の考えを聞く

県医療局と敷地、建物の購入について
協議が進められている旧県立山田病院
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議員７人が一般質問

豊間根信議員

事業仕分け

制
度
変
革
が
予
想
さ
れ
先
行
き
不
透
明

政
権
交
代
に
よ
る
町
へ
の
影
響
は

事務処理

「
預
け
」や「
私
的
流
用
」は
な
い

不
正
経
理
・
不
正
契
約
は
な
い
か

質
問
　
岩
手
県
を
は
じ
め
と
す

る
各
地
の
自
治
体
で
は
、
不
適

切
経
理
、
不
正
経
理
・
契
約
な

ど
が
指
摘
・
発
覚
し
マ
ス
コ
ミ

を
賑
わ
せ
て
い
る
が
、
本
町
の

管
理
・
監
視
の
状
況
は
。

沼
崎
町
長
　
本
町
で
は「
預
け
」

や
「
私
的
流
用
」
は
な
か
っ
た

が
、
補
助
事
業
に
お
い
て
問
題

を
指
摘
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
事

務
処
理
が
一
部
で
確
認
さ
れ
た
。

適
正
か
つ
厳
格
な
事
務
処
理
を

図
る
た
め
に
職
員
に
対
す
る
周

知
徹
底
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

質
問
　
随
意
契
約
に
つ
い
て
は
、

質
問
　
政
府
の
事
業
仕
分
け
作

業
に
よ
る
町
第
8
次
総
合
発
展

計
画
後
期
計
画
の
実
施
、
町
長

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
遂
行
に
お
い
て
、

そ
の
与
え
る
影
響
と
対
応
策
に

つ
い
て
問
う
。

沼
崎
町
長
　
民
主
党
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
で
は
、
地
域
主
権
を
確
立

し
地
方
の
自
主
財
源
を
増
や
す

と
い
う
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
が
、

事
業
仕
分
け
の
結
果
、
制
度
の

変
革
が
予
想
さ
れ
先
行
き
不
透

明
な
状
況
で
あ
る
。
推
移
を
見

定
め
な
が
ら
町
の
財
政
計
画
に

基
づ
き
策
定
す
る
。
町
長
選
挙

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
掲
げ
た
事
業

に
つ
い
て
は
、
国
の
予
算
削
減

の
影
響
を
受
け
る
可
能
性
が
あ

り
、
今
後
の
動
向
を
注
視
し
て

い
る
。

質
問
　
国
の
税
収
も
大
幅
減
に

な
る
と
予
想
さ
れ
、
厳
し
い
予

算
編
成
が
想
定
さ
れ
る
。

　
本
町
は
、
こ
れ
ま
で
選
択
と

集
中
で
事
業
を
精
査
し
な
が
ら

実
施
し
て
き
た
が
、
今
後
、
区

画
整
理
事
業
、
下
水
道
事
業
な

ど
の
大
き
な
事
業
も
、
状
況
に

よ
っ
て
は
、
優
先
順
位
を
付
け

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
か
。

沼
崎
町
長
　
　
年
度
で
前
期
計

22

画
が
最
終
し
、
翌
年
度
か
ら
後

期
計
画
が
始
ま
る
の
で
、
集
中

的
に
議
論
し
出
来
る
限
り
計
画

に
盛
り
込
み
事
業
を
進
め
た
い

と
考
え
る
が
、
か
な
り
厳
し
い

作
業
に
な
る
と
思
う
。
今
ま
で

の
経
緯
を
考
え
る
と
区
画
整
理

事
業
を
最
優
先
事
業
と
し
て
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

内
容
の
不
透
明
さ
が
全
国
的
に

指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
町
は
ど

の
よ
う
な
基
準
を
も
っ
て
透
明

性
・
正
当
性
の
あ
る
契
約
を
実

施
し
て
い
る
か
。

昆
企
画
財
政
課
長
　
背
景
と
す

れ
ば
、
主
に
国
の
各
省
庁
に
お

い
て
、
天
下
り
先
の
公
益
法
人

な
ど
を
相
手
先
と
す
る
場
合
に

官
製
談
合
の
温
床
に
な
り
や
す

い
と
い
う
批
判
が
あ
っ
た
。

　
町
は
、
法
令
の
範
囲
内
で
適

正
に
行
っ
て
い
る
。
今
後
と
も

事
務
の
効
率
化
と
合
わ
せ
て
競

争
性
・
透
明
性
の
向
上
に
努
め

て
い
く
。

平成32年度完成を目指し整備が進められている
柳沢北浜地区土地区画整理事業（21年３月撮影）
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佐藤照彦議員

子育て支援

年
度
に
１
カ
所
設
置
し
た
い

２３
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
増
設

学校給食

1
年
前
倒
し
す
る
方
向
で
協
議
中

計
画
よ
り
早
く
で
き
る
か

町の考えを聞く

質
問
　
保
健
福
祉
行
政
を
問
う
。

①
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
増
設

す
る
計
画
は
。

②
　
年
度
の
新
生
児
出
生
見
込

21み
は
。

③
山
田
病
院
の
医
師
確
保
と
地

域
医
療
を
守
る
施
策
を
強
力

に
展
開
す
べ
き
で
な
い
か
。

④
小
学
校
卒
業
時
ま
で
の
医
療

費
無
料
化
を
実
現
す
べ
き
で

な
い
か
。

⑤
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
新

年
度
保
険
料
は
ど
う
な
る
か
。

沼
崎
町
長
　

①
　
年
度
に
1
カ
所
設
置
し
た

23い
と
考
え
て
い
る
。

②
1
0
3
人
の
見
込
み
で
あ
る
。

③
町
民
の
皆
さ
ま
へ
山
田
病
院

の
現
状
を
説
明
し
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と

と
も
に
、
関
係
機
関
へ
の
医

師
確
保
要
望
、
山
田
に
ゆ
か

り
の
あ
る
医
師
情
報
の
収
集

と
家
族
へ
の
訪
問
、
情
報
発

信
、
本
気
度
を
伝
え
る
対
応

に
意
を
配
し
た
い
。

④
小
学
校
卒
業
時
ま
で
の
医
療

費
無
料
化
は
考
え
て
い
な
い
。

⑤
保
険
者
で
あ
る
岩
手
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら

の
正
式
な
通
知
は
ま
だ
で
あ

り
、
2
月
ご
ろ
で
な
け
れ
ば

確
定
し
な
い
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
全
国
平
均
を
下
回
る

見
通
し
の
よ
う
で
あ
る
。

質
問
　
教
育
行
政
を
問
う
。

①
学
校
給
食
の
実
施
年
度
は
、

当
初
計
画
よ
り
早
め
る
こ
と

が
で
き
る
か
。

②
山
田
中
、
豊
間
根
中
の
武
道

館
建
設
見
通
し
は
ど
う
か
。

③
　
年
度
に
策
定
し
た
新
学
校

19図
書
整
備
5
カ
年
計
画
は
順

調
に
進
ん
で
い
る
か
。

④
公
民
館
の
文
化
活
動
を
活
発

に
す
る
た
め
、
最
新
型
の
上

映
機
器
（
ブ
ル
ー
レ
イ
）
を

設
置
す
べ
き
で
な
い
か
。

岩
船
教
育
長
　
　

①
　
年
度
か
ら
給
食
実
施
と
答

25

え
て
い
る
が
、
1
年
前
倒
し

す
る
方
向
で
県
教
育
委
員
会

と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

②
山
田
中
は
、
　

年
度
事
業
実

22

施
を
目
指
し
県
と
協
議
中
。

豊
間
根
中
は
、
本
年
度
事
業

と
し
て
内
定
し
て
い
る
が
、

年
度
内
に
完
成
で
き
な
い
た

め
、
来
年
度
に
繰
り
越
し
て

実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

③
5
カ
年
で
1
万
5
千
冊
の
整

備
が
必
要
と
し
た
計
画
は
予

定
通
り
の
 進
  捗
 状
況
で
あ
る
。

し
ん
 ち
ょ
く

④
最
新
型
の
上
映
機
器
を
配
備

す
る
方
向
で
検
討
す
る
。

ブロックで楽しく遊ぶ子供たち
（放課後児童クラブ：関口児童館）
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黒沢一成議員

児
童
福
祉 虐待自体・相談件数とも増加

虐待が増えているか

地
域
を
充
実
さ
せ
る
た
め
廃
止
し
な
い

役
場
支
所
の
今
後
は

行政改革

議員７人が一般質問

質
問
　
児
童
 虐
 

ぎ
ゃ
く

 待
 に
関
す
る
相

た
い

談
件
数
が
年
々
増
え
て
い
る
よ

う
だ
が
、
虐
待
自
体
が
増
え
て

い
る
の
か
。
主
な
原
因
と
そ
の

対
策
、
対
応
体
制
は
。

沼
崎
町
長
　
町
内
の
新
規
相
談

件
数
の
動
向
は
、　

年
度
が
　

18

13

件
、　

年
度
が
　
件
、　

年
度

19

16

20

が
　
件
で
ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
っ

14
て
い
る
が
、
前
年
か
ら
の
継
続

を
加
味
す
る
と
虐
待
自
体
、
相

談
件
数
と
も
に
増
加
し
て
い
る
。

　
児
童
虐
待
は
、
身
体
的
、
精

神
的
、
社
会
的
、
経
済
的
な
ど

の
要
因
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て

起
こ
る
と
考
え
ら
れ
、
特
に
最

近
は
、
少
子
化
や
核
家
族
化
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
崩
壊
に
経

済
不
況
な
ど
の
世
相
が
加
わ
り
、

生
き
づ
ら
さ
の
現
れ
と
言
わ
れ

て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
特
別
な
家

族
の
問
題
と
い
う
認
識
で
取
り

組
む
の
で
は
な
く
、
ど
の
家
庭

に
も
起
こ
り
う
る
も
の
と
し
て

認
識
し
、
児
童
虐
待
防
止
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

　
現
在
、
相
談
に
は
保
健
福
祉

課
の
児
童
専
門
員
を
中
心
に
児

童
相
談
所
な
ど
と
連
携
し
な
が

ら
対
応
し
て
い
る
が
、
児
童
の

生
命
や
人
権
を
傷
つ
け
ず
に
守

り
抜
く
意
識
を
持
ち
、
心
身
共

に
健
全
に
成
長
・
発
達
で
き
る

よ
う
支
援
し
て
い
く
体
制
を
充

実
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

質
問
　
役
場
支
所
は
、
将
来
的

に
は
廃
止
の
方
向
で
検
討
し
、

そ
の
前
提
と
し
て
、
現
在
支
所

が
行
っ
て
い
る
業
務
を
郵
便
局

に
委
託
す
る
計
画
で
あ
っ
た
と

思
う
が
、
そ
の
後
の
経
過
は
。

沼
崎
町
長
　
行
政
改
革
懇
話
会

の
提
言
を
受
け
、
廃
止
も
含
め

た
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
住
民

協
働
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
支

援
、
公
民
館
事
業
な
ど
、
地
域

へ
の
新
た
な
活
性
化
策
を
充
実

さ
せ
る
た
め
に
廃
止
し
な
い
こ

と
と
し
た
が
、
行
政
改
革
の
一

環
と
し
て
、
支
所
へ
の
職
員
の

効
率
的
な
配
置
の
あ
り
方
は
今

後
も
検
討
し
て
い
く
。

質
問
　
各
地
区
に
住
ん
で
い
る

職
員
が
、
近
所
の
高
齢
者
、
住

民
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
対
応

す
る
体
制
は
で
き
な
い
か
。

沼
崎
町
長
　
職
員
が
、
自
宅
で

住
民
票
申
請
手
続
き
の
代
行
を

す
る
な
ど
、
役
場
の
出
張
所
的

な
役
割
に
つ
い
て
以
前
内
部
で

検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
昼
間
は
仕
事
で
自

宅
に
い
な
い
こ
と
な
ど
、
総
合

的
に
難
し
い
と
判
断
し
た
。 役場住民生活課と連絡を取りなが

ら業務している船越支所の様子
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山﨑幸男議員

産業振興

第
８
次
後
期
計
画
の
中
で
事
業
化
を
検
討

観
光
と
漁
業
の
一
体
的
振
興
を

政権交代

難
視
聴
解
消
補
助
金
の
減
額

事
業
仕
分
け
に
よ
る
影
響

町の考えを聞く

質
問
　
産
業
活
性
化
推
進
協
議

会
よ
り
提
言
の
あ
っ
た
産
業
振

興
策
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

事
業
選
択
・
集
中
を
し
て
観
光

と
産
業
に
結
び
つ
け
、
所
得
向

上
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
か
。

沼
崎
町
長
　
農
林
水
産
業
者
、

商
工
事
業
者
の
自
助
努
力
を
前

提
に
、
各
産
業
に
共
通
す
る
生

産
物
の
品
質
向
上
や
販
路
拡
大

な
ど
を
基
本
に
、
第
8
次
総
合

発
展
計
画
後
期
基
本
計
画
の
中

で
事
業
化
を
検
討
し
、
具
体
化

す
る
事
業
の
重
点
化
を
図
っ
て
、

所
得
向
上
に
結
び
つ
け
て
い
き

た
い
。

質
問
　
町
の
経
済
活
性
化
の
た

め
、
商
店
の
集
約
化
を
図
り
新

た
な
る
商
店
複
合
施
設
（
テ
ナ

ン
ト
方
式
）
が
必
要
と
考
え
る

が
、
行
政
は
商
店
街
づ
く
り
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

沼
崎
町
長
　
複
合
施
設
は
、
商

店
街
の
活
性
化
策
の
一
つ
で
あ

る
と
考
え
る
。
し
か
し
、
土
地

の
集
約
問
題
な
ど
物
理
的
に
困

難
で
あ
り
、
商
店
の
複
合
施
設

は
容
易
で
は
な
い
。

質
問
　
山
田
漁
連
、
魚
市
場
の

合
併
・
統
合
が
緊
急
の
課
題
と

考
え
る
が
町
の
指
導
支
援
は
。

沼
崎
町
長
　
三
陸
や
ま
だ
漁
協

と
山
田
漁
連
の
合
併
は
、
船
越

湾
漁
協
、
重
茂
漁
協
と
の
協
議

が
ま
と
ま
る
こ
と
が
前
提
で
あ

り
、
現
時
点
で
は
町
と
し
て
の

支
援
策
は
検
討
し
て
い
な
い
。

質
問
　
政
権
交
代
に
よ
り
、
旧

来
の
政
治
や
行
政
シ
ス
テ
ム
は

大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。

　
政
府
で
は
、
税
金
の
無
駄
を

洗
い
出
す
た
め
、
予
算
概
算
要

求
の
事
業
仕
分
け
を
行
っ
て
い

る
が
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
本

町
で
計
画
し
て
い
る
事
業
な
ど

に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
予
想
さ

れ
る
か
。

　
ま
た
、
暫
定
税
率
（
ガ
ソ
リ

ン
税
、
軽
油
取
引
税
な
ど
）
が

廃
止
さ
れ
た
場
合
、
本
町
に
与

え
る
影
響
は
大
き
い
と
思
う
が

ど
う
試
算
し
て
い
る
か
。

沼
崎
町
長
　
行
政
刷
新
会
議
が

行
っ
て
い
る
事
業
仕
分
け
ど
お

り
に
予
算
の
縮
減
が
行
わ
れ
た

場
合
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
難

視
聴
解
消
の
た
め
の
補
助
金
の

減
額
が
 危
  惧
 さ
れ
る
。

き
 

ぐ

　
暫
定
税
率
の
廃
止
に
つ
い
て

は
、
現
時
点
で
明
確
に
な
っ
て

い
な
い
が
、
今
後
も
国
の
税
源

移
譲
、
譲
与
に
関
す
る
情
報
に

注
視
し
た
い
。
懸
念
材
料
と
し

て
は
、
町
道
中
央
長
崎
線
や
前

須
賀
タ
ブ
の
木
荘
線
の
歩
道
設

置
事
業
な
ど
へ
の
影
響
が
考
え

ら
れ
る
。

昨年11月６日に産業活性化推進協議
会（遠藤昌雄委員長）から町へ提言
書が提出されました
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　総務常任委員会（道又秀悦委員長）の調査は、７月24

日に総務課、企画財政課、税務会計課、消防防災課を対

象に行いました。テーマは試機構改革の成果と課題試地

上デジタルテレビ放送への対応試町財政の現状と課題試

第８次町総合発展計画の進捗状況試町税の収納状況およ

び納税貯蓄組合の現状と課題試救急および火災など緊急

時の対応と課題についての６項目。

　質疑では、「町民に分かりやすい組織づくりが必要」「第

８次総合発展計画を計画どおり執行すること」「納税貯蓄

組合へ支援を」「ドクターヘリの配備を関係機関へ要望せ

よ」など活発な意見交換がなされました。

　産業建設常任委員会（山﨑幸男委員長）の調査を、７月22日に

地域整備課、産業振興課、水道事業所を対象に行いました。テー

マは試土地区画整理事業の進捗状況試町道及び排水施設の現状と

課題試下水道事業の整備試観光振興の現状と課題試畜産振興と堆

肥センターの現状と課題試水道事業の改良整備についての６項目。

　質疑では「北浜地区の国道45号への取り付け道路整備を計画通

り実施してほしい」「漁業集落排水、公共下水道への接続率の向上

を」「観光客を受け入れる宿泊施設立地のための誘致活動と観光客

に配慮したトイレの整備を」「配水管の布設には災害に強い耐震の

水道管を布設してほしい」など活発な意見の交換がなされました。

総　　務 分かりやすい組織づくりを

　教育民生常任委員会（木下志き子委員長）の調査を７月17

日に住民生活課、保健福祉課、教育委員会を対象に行いまし

た。テーマは試国民健康保険事業の運営試環境、廃棄物処理、

リサイクル試介護保険の現状と課題試社会福祉施設の管理運

営試町民の医療と健康試学校教育施設の管理運営試中高連携

教育試学校給食についての８項目。

　質疑では「特定検診は病気の早期発見、早期治療につなが

ることから、年度ごとに目標を上げ取り組んでほしい」「児童

生徒の安心安全を確保するため、学校施設については早急に

改修してほしい」など活発な意見の交換がなされました。

担当課から現状など聞き取り

担当課から説明を受ける総務常任委員

豊間根中学校体育館の現地視察

町道福士線法面災害防除工事の現地視察

産業建設 公共下水道などの接続率向上を

教育民生 学校施設の早期改修

　議会には、総務、教育民生、産業建設の３常任委員会があり、毎年、町の事

務・事業の調査や提言活動を行っていますが、本年度も７月から所管事務調査

が始まりました。調査は委員会が担当する役場の部署を対象に行うもので、調

査テーマに沿い職員への聞き取りや現地視察が行われています。

３常任委員会で所管事務調査
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総
務
、
教
育
民
生
、
産
業
建
設
の
3
常
任
委
員
会
は
、

毎
年
他
市
町
村
の
先
進
事
例
を
調
査
し
て
い
ま
す
。
こ
の

ほ
ど
　
年
の
調
査
が
終
了
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要

21

（
　
㌻
～
　
㌻
に
掲
載
）
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

12

14

常 任 委 員 会 リ ポ ー ト

総　　務　
総
務
常
任
委
員
会
（
道
又
秀

悦
委
員
長
）
は
、　

月
6
日
に

11

宮
城
県
柴
田
郡
 大
  河
  原
 町
を
訪

お
お
 が
わ
 
ら

ね
「
組
織
の
簡
素
・
合
理
化
」

に
つ
い
て
の
取
り
組
み
状
況
を

調
査
し
ま
し
た
。

　
大
河
原
町
は
、
平
成
　
年
度

17

に
ス
タ
ー
ト
し
た
行
政
改
革
で
、

管
理
型
の
行
政
運
営
か
ら
民
間

の
経
営
発
想
・
手
法
を
取
り
入

れ
た
経
営
型
へ
と
転
換
さ
せ
る

た
め
「
住
民
の
視
点
に
立
っ
た

わ
か
り
や
す
い
組
織
」「
組
織
機

構
の
簡
素
化
と
組
織
目
的
の
明

確
化
」「
組
織
の
ス
リ
ム
化
」

を
基
本
と
し
て
改
革
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　
政
策
と
財
政
の
整
合
性
を
図

る
た
め
「
企
画
課
」
を
「
企
画

財
政
課
」
に
改
め
、
自
主
防
災

組
織
の
充
実
を
図
る
た
め
総
務

課
内
に
「
安
全
対
策
室
」
を
設

置
。
次
世
代
育
成
な
ど
の
充
実

を
図
る
た
め「
子
ど
も
家
庭
課
」

を
新
設
。
新
た
な
視
点
に
立
っ

た
地
域
起
こ
し
に
取
り
組
む
た

め「
産
業
振
興
課
」を
設
置
。
イ

ン
フ
ラ
整
備
と
生
活
基
盤
の
事

業
展
開
を
図
る
た
め
「
地
域
整

備
課
」
を
設
置
。
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
確
保
な
ど
、
災
害
に
強
い

体
制
の
整
備
と
住
民
に
わ
か
り

や
す
い
組
織
に
す
る
た
め
、「
上

下
水
道
課
」
を
設
置
。
住
民
の

多
様
化
す
る
需
要
に
対
す
る
機

会
を
提
供
す
る
た
め
「
生
涯
学

習
課
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
改
革
に
よ
り
、
　15

課
1
室
4
局
　
係
あ
っ
た
も
の

42

が
、　

年
4
月
に
は
　
課
4
局

21

12

　
係
に
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

45　
中
で
も
注
目
さ
れ
る
点
は

「
子
ど
も
家
庭
課
」の
新
設
で
す
。

少
子
化
対
策
、
児
童
虐
待
、
次

世
代
育
成
な
ど
の
充
実
の
た
め
、

介
護
保
険
制
度
創
設
に
よ
り
肥

大
化
し
た
健
康
福
祉
課
か
ら
、

子
ど
も
家
庭
課
へ
児
童
関
係
の

業
務
を
集
中
し
、
子
育
て
支
援

の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
町
も
行
政
組
織
・
機
構
の

改
革
を
行
っ
て
お
り
、
職
員
の

削
減
は
「
定
員
適
正
化
計
画
」

の
目
標
を
ク
リ
ア
し
て
お
り
ま

す
が
、
組
織
の
合
理
化
に
よ
る

課
の
統
廃
合
は
、
課
の
名
称
や

組
織
の
簡
素
・
合
理
化
に
つ
い
て
調
査

規
模
な
ど
が
大
き
く
変
わ
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
住
民
の
目
か
ら

分
か
り
に
く
く
な
っ
た
よ
う
に

感
じ
ま
す
。

　
大
河
原
町
の
取
り
組
み
は
、

今
後
、
本
町
に
も
生
か
せ
る
も

の
で
あ
り
、
大
い
に
参
考
と
な

り
ま
し
た
。

総務・教育民生合同で視察を行いました（宮城県大河原町）

（12）
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２１年の所管事務調査が終了

教育民生

地
域
包
括
医
療
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
調
査

　
教
育
民
生
常
任
委
員
会
（
木

下
志
き
子
委
員
長
）
は
、　

月
11

5
日
に
宮
城
県
 涌
  谷
 町
を
訪
ね

わ
く
 
や

「
地
域
包
括
医
療
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
涌
谷
町
は
、
町
民
医
療
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
国
民
健
康
保
険
病

院
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
統
合

施
設
）、
研
修
館
、
世
代
館
お
よ

び
健
康
パ
ー
ク
を
一
体
的
に
整

備
し
、
総
合
的
な
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
保
健
サ
ー
ビ
ス
（
健
康
づ
く

り
）、
医
療
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び

在
宅
ケ
ア
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
介
護
を
含
む
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
関
係
者
・
各
部

門
が
連
携
・
協
力
し
て
、
一
体

的
、
継
続
的
に
提
供
す
る
こ
と

に
よ
り
、
子
供
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
介

護
の
一
貫
し
た
支
援
を
受
け
る

こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
施
設
を
含
め
た
サ
ー
ビ
ス
部

門
・
医
療
部
門
・
行
政
部
門
が

一
体
的
に
整
備
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
、
利
用
者
の
利
便
性
や

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
だ
け
で
な
く
、

医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ

側
に
も
、
各
部
門
間
で
の
制
度

や
取
り
組
み
の
相
互
理
解
、
意

思
疎
通
の
向
上
な
ど
が
図
ら
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
町
民
の
意
識
改
革
な
く
し
て

包
括
医
療
の
推
進
は
図
れ
な
い

と
い
う
こ
と
か
ら
、
平
成
元
年

に
保
健
協
力
員
と
食
生
活
改
善

推
進
員
を
統
合
し
、
保
健
推
進

員
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。
主

な
役
割
は
、
町
が
実
施
す
る
保

健
事
業
に
つ
い
て
地
域
住
民
へ

情
報
を
提
供
し
た
り
、
各
地
区

で
の
健
康
教
室
の
開
催
、
健
診

の
支
援
、
あ
る
い
は
自
主
的
な

活
動
を
通
し
て
健
康
づ
く
り
の

担
い
手
と
な
る
も
の
で
す
。
町

全
体
の
健
康
意
識
の
醸
成
・
浸

透
を
促
進
す
る
ほ
か
、
健
康
推

進
員
や
そ
の
経
験
者
が
自
主
的

な
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ

り
、
健
康
づ
く
り
サ
ー
ク
ル
を

立
ち
上
げ
た
り
と
活
発
に
活
動

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
各
部
門
間
の
連
携
・
協
力
体

制
の
強
化
や
職
員
と
住
民
双
方

の
意
識
改
革
を
図
り
な
が
ら
、

保
健
、
医
療
、
福
祉
、
介
護
を

一
元
化
す
る
こ
と
で
、
町
民
の

健
康
と
福
祉
の
向
上
に
努
め
る

と
い
う
考
え
方
は
大
変
す
ば
ら

し
い
も
の
で
あ
り
、
見
習
う
べ

き
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

機能訓練施設内の様子

町民医療福祉センターでの研修の様子（宮城県涌谷町）

（13）
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産
業
建
設
常
任
委
員
会
（
山

﨑
幸
男
委
員
長
）
の
町
外
調
査

は
、　

月
　
日
と
　
日
に
行
わ

11

12

13

れ
「
畜
産
経
営
に
係
る
運
営
形

態
」「
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
ま
か
な
う

地
域
完
全
循
環
型
食
料
生
産
基

地
へ
の
取
り
組
み
状
況
」
を

テ
ー
マ
に
岩
手
県
葛
巻
町
の
葛

巻
町
畜
産
開
発
公
社
へ
、「
地
域

産
業
の
活
性
化
策
」
を
テ
ー
マ

に
青
森
県
八
戸
市
の
協
同
組
合

定
し
た
経
営
が
図
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
要
因
と
し
て
「
人

材
が
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
あ
り
、

い
く
ら
施
設
や
環
境
が
良
く
て

も
、
そ
こ
に
携
わ
る
人
が
ど
れ

だ
け
の
情
熱
を
も
っ
て
い
る
か

で
、
そ
の
後
の
経
営
に
大
き
く

か
か
わ
る
」
と
い
う
言
葉
が
印

象
的
で
し
た
。

　
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ

い
て
は
、
各
種
補
助
事
業
な
ど

を
導
入
し
て
、
風
車
2
カ
所
　15

本
、
中
学
校
に
は
太
陽
光
発
電
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
、
牛
の

排
泄
物
か
ら
燃
料
電
池
製
造
に

世
界
で
初
め
て
成
功
を
収
め
る

な
ど
、
ま
さ
し
く
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
日
本
一
の
町
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

　
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農

林
水
産
業
も
高
齢
化
が
進
み
、

後
継
者
不
足
な
ど
の
問
題
を
抱

え
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の

取
り
組
み
と
し
て
一
番
重
要
な

も
の
は
「
若
く
て
や
る
気
の
あ

る
人
材
の
確
保
と
育
成
」
で
あ

り
、
そ
の
こ
と
が
町
の
産
業
を

育
て
る
重
要
な
課
題
で
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。

◆
協
同
組
合
八
食
セ
ン
タ
ー

　
八
食
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
の

皆
さ
ん
か
ら
食
の
台
所
と
し
て

愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
は
知
名
度
も
上
が
り
、
多

く
の
皆
さ
ん
に
来
場
し
て
も

八
食
セ
ン
タ
ー
を
訪
ね
ま
し
た
。

◆
葛
巻
町
畜
産
開
発
公
社

　
葛
巻
町
は
、
農
林
業
が
盛
ん

で
活
気
溢
れ
る
元
気
な
町
で
す
。

　
そ
の
中
で
も
、
特
に
畜
産
業

（
主
に
酪
農
）は
町
の
基
幹
産
業

と
し
て
確
立
さ
れ
て
お
り
、
公

社
経
営
も
順
調
に
行
わ
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。

　
公
社
の
酪
農
部
門
は
、
年
間

　
億
円
を
超
え
る
生
産
額
で
安

40

ら
っ
て
い
る
が
、
開
店
し
た
当

初
は
「
愛
想
が
悪
い
、
ほ
し
い

分
だ
け
の
量
で
売
っ
て
い
な
い
、

朝
3
時
の
開
店
は
早
す
ぎ
る
」

な
ど
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
た
そ

う
で
す
。
現
在
は
、
地
域
の
声

を
大
切
に
し
、
良
い
物
を
よ
り

安
く
提
供
す
る
こ
と
を
目
標
に

掲
げ
、
朝
9
時
開
店
と
な
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
ま
た
、
年
間
で
3
0
0
万
人

を
超
え
る
お
客
さ
ん
が
来
場
す

る
が
、
新
た
な
お
客
さ
ん
を
獲

得
す
る
た
め
、
1
0
0
円
バ
ス

や
2
0
0
円
以
下
バ
ス
を
運
行

し
た
り
、
若
い
組
合
員
の
人
た

ち
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
、
実
施
す
る
な
ど

産業建設

畜
産
経
営
に
係
る
運
営
形
態
な
ど
を
調
査

畜産経営に係る運営形態などについて説明を受
ける産業建設常任委員（葛巻町畜産開発公社）

常
に
新
し
い
も
の
を
取
り
入
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
事
業
に
つ
い
て

は
、
行
政
か
ら
の
支
援
を
受
け

ず
に
実
施
し
て
い
る
が
、
会
員

の
負
担
増
に
な
ら
な
い
よ
う
施

設
を
組
合
で
建
設
し
て
誘
致
企

業
に
貸
し
出
し
、
そ
の
賃
貸
料

を
運
営
費
に
当
て
る
な
ど
独
自

の
運
営
方
法
を
構
築
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
こ
こ
ま
で
成
長
し
て
き
た
の

は
「
ま
わ
り
に
頼
ら
ず
自
分
た

ち
で
考
え
て
行
動
し
て
き
た
こ

と
」
が
「
力
」
と
な
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
り
、
自
ら
が
創

造
し
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

買った食材をその場で味わうことができる
「好きかって広場七厘村」（八食センター内）

（14）

常 任 委 員 会 リ ポ ー ト
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調査を基に町へ要望
　各常任委員会では、21年に行った所管事務調査の結果を基にそれぞれ町政への要望

事項をまとめ12月11日、町長へ提出しました。主なものを抜粋して紹介します。

■総務課の所管事務

①機構改革の成果と課題について

・町民にわかりやすい組織体制づくりと、職員の意識を高

めるための職階制を検討すること。

②地上デジタルテレビ放送への対応について

・地上デジタルテレビ放送への移行に万全を期するよう努

力すること。

■企画財政課の所管事務

①町財政の現状と課題について

・国勢調査人口により算定される交付税の減少が想定され

るので、これに対応できる財政計画を確立するよう努力

すること。

②第８次山田町総合発展計画の 進  捗 状況について
しん ちょく

・第８次山田町総合発展計画は順調に事業が執行されてお

総 務 常 任 委 員 会 り評価できる。今後も計画どおりに執行するよう努力す

ること。

■税務会計課の所管事務

①町税の収納状況及び納税貯蓄組合の現状と課題について

・差し押さえ物件の換価率向上が収納率の向上につながる

ので、インターネット公売の実現に努力すること。

・制度の範囲内での納税貯蓄組合への支援策を研究し、組

合加入世帯の増加を図るよう努力すること。

■消防防災課の所管事務　

①救急及び火災等緊急時の対応と課題について

・消防分団の区域と学区、行政区域が一致しないため、地

域活動に支障が出ている地区があるので、区域が統一さ

れるよう努力すること。20年以降、防災ヘリコプターに

よる救急搬送が急激に増加している。この傾向は今後も

続くと想定されるので、ドクターヘリの配備について、

関係機関への要望を検討すること。

産業建設常任委員会

教育民生常任委員会

■地域整備課の所管事務

①柳沢北浜地区土地区画整理事業の進捗状況について

・北浜地区の国道45号への取り付け道路整備を計画どお

り着実に実施すること。

・区画整理事業の進捗状況の周知と固定資産税など税の内

容を同時に説明し、混乱のないよう努めること。

②町道及び排水施設の現状と課題について

・町道の維持補修費を増額し、危険箇所の早期補修と計画

的な維持補修に努めること。

③下水道事業の整備について

・安定した経営を図るため、下水道の普及率を高める対策

を講じること。

■産業振興課の所管事務

①観光振興の現状と課題について

・通年型観光への取り組みを実施するとともに、観光客を

■保健福祉課の所管事務

①介護保険の現状と課題について

・介護保険施設入所希望者ができるだけ早く入所できるよ

う努めること。

・滞納者の増加に伴う給付制限が危惧されることから、保

険料の減免について検討すること。  

②社会福祉施設の管理運営について

・町立保育園の民営化にあたっては、保護者および地域住

民と十分に議論し検討すること。

③町民の医療と健康について

・町民の医療を守るため、医療機関の役割に応じた適切な

受診について広報するなど町民意識啓発に努めること。

■住民生活課の所管事務

①国民健康保険事業の運営について

・特定検診について、病気の早期発見、早期治療は医療費

の軽減にもつながることから、年度ごとに受診率の目標

をかかげ取り組むこと。

受け入れる宿泊施設立地のための誘致活動と観光客に配

慮したトイレの整備に努めること。

②畜産振興の現状と課題について

・畜産振興については、昨年農協による預託事業が中止し、

牛舎に牛がいなくなるなど畜産農家にとって極めて厳し

い状況に陥ったが、農家の熱意と担当課などの努力によ

り、新たな預託事業のルートを開拓し牛が導入されたこ

とについては、大変喜ばしい限りであり、一定の評価を

するものである。しかしながら、過去の肥育頭数と比べ

ても、個々の農家が肥育している頭数は少ないことから

さらなる肥育頭数の増を目指すとともに、畜産農家の安

定した経営が図られるよう支援、指導すること。

■水道事業所の所管事務

①水道事業の改良整備について

・未給水地区の解消を図るための対策を講じること。

・配水管の新規布設や布設替の際には、災害に強い水道管

（耐震）を布設すること。

②環境、廃棄物処理、リサイクルについて

・環境基本計画は23年度までとなっていることから、早め

に次の計画策定に取り組むこと。

■教育委員会の所管事務

①学校教育施設の管理運営について

・学校図書について、図書台帳をデータベース化した上で

管理運営するよう努めること。

・山田中学校の特別支援学級は、現在、知的障がいと情緒

障がいの生徒が同じ教室で授業を受けている。それぞれ

対応が違うことから、教室を分けて設置するよう県教育

委員会に要望すること。また、不登校対策について、さ

らに積極的に取り組むこと。

・児童・生徒のいじめや不登校の早期発見・早期解決に向

けて、家庭・学校・関係機関の連携強化に努めること。

②中高連携教育について

・中高連携事業についての理解が深められるよう、さらに

積極的に取り組むこと。

③学校給食について　　

・早急に建設場所の選定などに取り組むこと。
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欠 席 者 等 氏 名本会議種別月　日

　欠席者等なし第４回定例会１２月９日

○佐々木良一郎〃１２月１０日

　欠席者等なし〃１２月１１日

議員出欠表 ◎病気入院　□公務欠席

△遅刻早退　○自己都合

あ

と

が

き

▼
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

2
0
0
9
年
の
世
相
を
漢
字
1
文
字

で
表
す
漢
字
が
「
新
」
に
決
定
し
た

と
報
じ
て
い
ま
し
た
。
新
政
権
の
誕

生
や
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
猛
威
、

イ
チ
ロ
ー
選
手
の
9
年
連
続
2
0
0

本
安
打
新
記
録
な
ど
か
ら
選
ば
れ
た

よ
う
で
す
が
、
本
町
の
漢
字
1
文
字

は
何
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
▼
第
4
回

定
例
会
は
、
議
員
7
人
の
一
般
質
問

が
行
わ
れ
、
新
政
権
の
事
業
仕
分
け

に
よ
る
本
町
へ
の
影
響
や
新
年
度
当

初
予
算
編
成
と
主
要
な
施
策
に
つ
い

て
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

初
日
に
は
、
山
田
町
婦
人
団
体
協
議

会
員
　
人
の
傍
聴
の
中
、
質
問
議
員

14

も
一
段
と
「
気
合
い
」
が
入
っ
た
様

子
で
し
た
▼
本
年
は
十
二
支
の
第
3

番
目
寅
年
で
す
。「
虎
は
千
里
 往
 っ
い

て
千
里
 還
 る
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

か
え

本
年
が
町
民
の
皆
さ
ま
や
町
の
産
業

に
と
っ
て
、
ま
さ
に
虎
の
よ
う
に
勢

い
の
盛
ん
な
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ

う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。　
 （
稲
川
）

全
国
町
村
議
会
議
長
会（
在
職
　
年
以
上
）

３０

議
員
2
人
が
特
別
表
彰
を
受
賞

岩
手
県
町
村
議
会
議
長
会（
在
職
　
年
以
上
）

４０

創
立
　
周
年
記
念

60

全
国
町
村
議
会
議
長
会
並
び
に

岩
手
県
町
村
議
会
議
長
会
の
受
賞
者佐々木良一議員 佐 藤 照 彦議員

全
国
町
村
議
会
議
長
会
の
受
賞
者

　
本
町
の
議
会
議
員
2
人
が
、
こ

の
ほ
ど
「
永
年
在
職
功
労
者
特
別

表
彰
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
全

国
町
村
議
会
議
長
会
か
ら
は
、
議

員
と
し
て
　
年
以
上
在
職
の
佐
藤

30

照
彦
議
員
と
佐
々
木
良
一
議
員
の

2
人
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
佐
藤
議
員
は
岩
手
県
町

村
議
会
議
長
会
か
ら
、
議
員
と
し

て
　
年
以
上
在
職
の
特
別
表
彰
も

40
受
賞
し
、
二
重
の
喜
び
と
な
り
ま

し
た
。

　
今
回
、
受
賞
し
た
2
人
に
は
、

定
例
会
初
日
の
冒
頭
に
表
彰
状
と

記
念
品
の
伝
達
が
行
わ
れ
、
議
会

を
代
表
し
て
昆
暉
雄
議
長
か
ら

「
こ
れ
ま
で
長
き
に
渡
り
町
民
福

祉
の
向
上
と
町
政
発
展
の
た
め
ご

尽
力
さ
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
、
今

後
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
」
と
祝
辞
を
述
べ
、
同
僚
議

員
か
ら
祝
福
の
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。


